
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R4 年度用）          令和４年１２月１２日 

地区名 新津西部地区 

今

年

度

の

取

り

組

み 

・地域福祉懇談会（7/27、12/12）  

・今後についてのうち合わせ（8/29）コミ協、社協 

・おせち料理配食（見守り）打合せ（5/19）コミ協、地区社協、地区民協 

・山谷 1 丁目町内会：避難行動要支援者に対する日頃の支援情報交換（町内会、専門職、社協） 

・ビジネスみゆき（美幸町町内会）情報交換会（9/14）活動数 16 回（11/末現在） 

・緊急情報キット推進（山谷町 1 丁目町内会、ほか随時配布） 

・新栄町町内会情報交換会（9/28）テーマ「移動に関する課題」町内会、各居場所代表者 

 福祉事業所（ほっとサポートしんえい）との情報交換会 

課 

 

 

題 

・コロナ禍も重なって、外に出ない人が多い。話をしたい人が多い。 

・市営、県営の閉じこもりがちな一人暮らし高齢者も参加できるよう、移動に関する検討を続け

たい。 

・緊急情報キットの趣旨や使い方を理解したうえでの活用が広がると良い。活動の周知や更新の

在り方を継続して検討していく必要がある。孤立死、孤独死からの観点からも緊急連絡先等確

認できると良い。 

・活動やつながりを進めることでフレイル予防を進める必要がある。 

・高齢化に伴う除雪の問題 

評 

 

 

価 

・生活支援「ビジネスみゆき」の活動チラシを全戸配布できた。口伝てもあり、活動に広がりがで

てきた。支援側として若い役員も参加してくれている。作業も大事だが、人とのつながりが大

事。また、役割があることの大切さも確認できた。 

・新栄町で移動に関する情報交換会を開催できた。地元の施設とはつながりがあるので、いい取

り組みができるように感じる。これからは、会場に来るまで支え合う地域づくりをしたい。 

・緊急情報キットについて、美幸町では長寿会と民生委員と連携して配布することができた。 

 

 

 

活

動

の

様

子 

 

 

 

 

次

年

度

へ

向

け

て 

・生活支援（美幸町）、移動支援の検討（新栄町）の継続 

・居場所の立ち上げ検討（天神、美善町） 

・緊急情報キットの推進（周知、更新に関する検討、新民生委員への説明会） 

・つながりの機会や見守り活動の推進。（フレイル予防、飼い犬等を介したコミュニケーション等

の工夫が必要） 

・おせち配食事業（見守り）に関する検討会継続 

・町内会、自治会が必要とする取り組みへの支援  等 

［参加者］新津西部コミ協：蓮沼会長、内田副会長、小松副会長、小菅副会長、斉藤事務局長、 

江口事務局、新津西部民協：長井副会長、秋葉区社協：横山、吉岡  

 

 

 

 

山谷 1 丁目町

内会と専門職

との情報交換 新栄町町内会

移動に関する

情報交換 

みゆきビジネス

活動 

おせち（見守り）

情報交換 


